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tfijで奏効率的%であった.議後 5 年lln~例追勝した. [結果1pN 羽子
iJfjの5年生存率{まiボo(30 倒): 90%， pNl (14併に 57%参 pN2(21 
fY~) : 33潟， pN3 (8 f!持):0%であった.問時期に手議単独で完全切除
し持た慈:倒の51F':1:JP容は pNO(130 fYiJ) : 71号台余 pNl(32 f母): 54%， 
p1¥2 (49併): 42%， pN3 (4 {fU) : 0%であった.術館化学娘訟を路行、
した pNO疲例 (30例)と手議Jt15!f{で治療した臨床病i場m鍛-pNO症
例 (;~4 鰐)との 2 若手緩の設定では，荷群 iこ性別 s 年齢，組織型， MH葬
マーカー.T!慧J了。などに援がないものの 51~生存率は 90% vs 68%と術
前化学護法を総行した pNOi主務のJiが有意に良好であった (p= 
0，0025). [結語1pNO症例が化嬢j:).tWからワンパ節転務がなかったも
のと仮定した場合，リンパ箆転移のない慈傍iこ務部化学療法の熱J裂が
期待できることがぶi愛された.
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